


１）エジソン編（前編）

●あの名言は、たぶんこうして生まれた（エジソン）

 

「ジョージィ、どうしよう…」
 

「所長が調子に乗って余計なこと言うからじゃないですか、もぅ」

 

「さっきさぁ、向こうの部屋をチラッとのぞいたんよ。そしたらスゴイの。いっぱい

いるのよ。カメラとかメモ帳を持った人たちがいっぱい…」
 

「そりゃそうですよ。天下の発明王エジソンが、『後世に残る名言を発表する』って

見栄切ったんですから」

 

「あれはね、酒の勢いと言うかね。う~ん、ちょっといい過ぎたかもねぇ。でも、とな
りの奴も悪いんだよ。ワシのことちょびヒゲじいって言うんだもの。ちょびヒゲは

ないっしょ、ねぇ」　

 

「まぁ、その方もよくありませんけど。考えてもいないのに発表するって言った所長

もよくありません。酔っていたとはいえ、今は所長の言葉には重みがあるんですから

。責任をもって発言していただかないと。しばらく赤ちょうちんはお預けです」

 

「えっ、そうなの…」
 

「はい、おあずけです。それよりどうするんですか。今日の会見は」

 

「う〜ん。何も考えとらんからねぇ。名言て普通はわざわざ発表するもんじゃないし

。なんとかごまかせんかねぇ。ほら、ワシ耳遠いやん？ 何言われても聞こえません
てさ」

 

「所長。所長が自ら発表するって宣言したんですよ。それはないでしょう。もう300人
くらいマスコミの方が集まってますし」

 

「う~ん、そうだよねぇ…」



 
 
 

「そう言えば所長、そのほっぺたどうされたんですか？大分はれていますけど。赤く

」

 

「これ？ 昨晩ね、妻にひっぱたかれたんだよ」
 

「奥さんに」

 

「うん、ワシ研究に入ると集中するやん？そしたら頭の中から研究以外のことはすっ

ぽり抜けてしまうんよ」

 

「そうですね。で、奥さんに失礼なことをした」

 

「うん。誰？って。そしたらいきなりよ、左からグーが飛んできたの。グーだよグー

。普通はパーだよね。でもグーなの。グー。ウチの奥さんのグーはスゴイんだから。

あ、そうだ。これ使えるんじゃない？ワシは負傷したってことで。研究のしすぎで、

ほお骨が折れたって。プロ野球選手も時どきあるやん？プレーに集中しすぎたために

起きた事故ってやつ？あれ、かっこいやんね。ドクターストップってやつ。ワシはホ

ントは出たいんだけど、医者が止めてるってさぁ」

 

「所長！立場が悪くなるといつもこうなんだから」

 

「あ、あいたたた、急にお腹が痛くなってきたぁ。いたたぁ」

 

「一回ぶっ飛ばしましょうか」

 

「す…すみません。あ、グーはやめて…」
 

「まじめにやってください」

 
 
 

「だってワシ、今日3時間しか寝とらんのよ。こりゃ寝不足でしょ。強靭な肉体をもっ



てこれまで何とかやってきたけど、普通なら一流の寝不足マンよ。わかる？」

 

「所長は前から3時間です」
 

「ジョージぃ…どうにかならんの？ ワシ、もうイヤなんよ。何を言っても文句言われ
るしさ」

 

「所長……」
 

「ワシ本来はカッコいいタイプやん？なのに世間はそう見とらんのよ。ダンディさが

ウリやん？ 業界ではビジュアル系で通ってるし。このヒゲだってあれよ、日本のナツ
メソーセキにあこがれて始めたんよ。ダンディやん？ あのひと」
 

「ええ、そうですね」

 

「あと、この分け目ね。ソーセキはピッタリ７：３やん。さすがにそこまで同じにし

たら世間的にもよくないやん。エジソンはソーセキかぶれだって。だか…」
 

「はいはい。所長はダンディですから大丈夫です」

 

「……そぅ？ なんか、投げやりになってない？ ジョージ」
 

「そんなことないですよ。所長はダンディです。誰が何と言おうとダンディ。それで

いいですね」

 

「ジョージ、そう言ってくれるのはジョージくらいのもんよ」

 

「所長、どうしたんですか？」

 
 
 

「……ワシ、知ってるんよ。陰で訴訟王とか盗作王とか言われてるの。結構傷つくん
よねぇ。あれも」

 

「所長……」



 

「電球あるやん、あれ世間的にはワシの発明みたいになってるよね」

 

「はい、白熱電球ですよね。所長が特許をお取りになった」

 

「あれ、ホントは違うんよ。最初に作ったのは別の子なんよ。ワシはちょっと改良し

ただけで……」
 

「ええ、知っていますよ」

「元々10時間くらいで切れちゃうやつを、1200時間ももつようにしたのはワシじゃ
から、功労者はワシでイイと思うんじゃけどな。でも世間にはちょっと間違って伝わ

っとる。そういうのをまた文句言ってくる奴もおるわ。陰で悪口いう奴とかもね。も

う面どっちくてのぅ、いちいちそういうのがさぁ」

 

「所長……。私は所長を尊敬していますよ。確かに他の方の発明を元にして改良した
ものもたくさんあります。でも、それだって、所長がいなければ進化してないんで

すよ」

 

「ジョージ……」
 

「所長が自ら発明したものだってたくさんあるじゃないですか」

 

「……ジョージぃ」
 

「所長は、いつだって研究に一生懸命じゃないですか。だから、私は所長の元にいる

んです。一度だって離れようと思ったことはありませんよ」

 

「ジョージぃ……お前、わりとイイ奴だなぁ」
 

「私は所長の一番のファンですよ」

 

「じょ、じょーじぃ、ホントか……？」
 

「ええ、間違いありません」



 

「……お前のネクタイも似合っとるぞ。むふっ」
 
 
 
 

※後編に続きます



１）エジソン編（後編）

 
「あ、あと5分しかありません。どうしましょう？ 発表することがまだ……」
 
「えっ、あと5分？ どうにかならん？ あ、こういうのはどう？ 研究がいい所にきちゃってさ手が
離せないっての。もう少しで発明できそうだって。これワシっぽくない？ ダンディじゃろ？」
 
「所長、今日発表するって集めてるんですから、それは失礼ですよ」

 
「う~ん、まじめやねぇ」

 「今日、いきなり名言をというのは難しいですから、所長がいままでやってこられた苦労をお話
されたらどうでしょう？ たくさん苦労されていますから」
 
「いやぁ、そんなに苦労はしてないのよ。毎日楽しくやってるだけやし。目の前にお金がぶら下

がると、ついつい動いちゃうのよね。もう止まれないっつうかさ。他の人にとられるのイヤやし

、そうなると寝ずに突っ走っちゃうのよね」

 
「まぁ、そういうところもありますよね」

 
 
 
「最近、労働基準法がきつくなったっしょ？あれ、ワシには追い風なんよ」

 
「労働基準法が」

 
「あの法律のおかげでさ、みんな18時になったら研究やめて飲みに行くじゃん」
 
「ええ、赤ちょうちんに」

 
「そう、このおかげでワシまだ勝ててるんよ。だってさ、みんなが24時間研究してごらんよ。負
けるやん、ワシ。もう60歳こえとるし、さすがに体力は若いもんには勝てんよ。ワシもあまり寝
ない方だけど、やっぱ休み休みやらんと足腰がもたんのよね。あ、これ内緒よ。言っちゃうとワ

シ負けちゃうし。あ、いや、でも少し位なら言っても大丈夫かな？ あいつらすぐあきらめる
しなぁ」

 



「あきらめる？」

 
 
「うん、最近の若い者たちは、根性がないんよね。すぐあきらめる。1ヵ月やっただけで結果が出
ないって泣き入れて来るしねぇ。だからワシが勝てるのよ。ワシは何年でも何百回でも、うまく

いくまで研究するやん？ そういう意味では、みんながあきらめずに粘っちゃったら大変よ。ワシ
勝てんもん。みんなが18時間働き出したら大変よ。ワシさすがに勝てん。」
 
「…じゃあ、今日は苦労とか努力の話はされないと」
 
「う〜ん、ひらめきとか発想とか、そういうのはどうかね？　マスコミ受けいいんちゃう？『発

明はバクハツだ！』みたいの。そういうのどっかで聞いたことあるやん？ 才能とか思わしとい
たら、ライバル会社もマネできんし、ダンディに聞こえるやん？」

 
「所長、話を盛ったらダメです。ひらめきもありますが、私から見たら所長は努力の人です。心

血注いで研究しているから、あるときアイデアがひらめいているんです。それは所長自身がご存

じでしょう」

 
 
 
「いや…でもさ、それを言っちゃったらさぁ…ワシの見え方変わらん？ ワシのダンディズムが減
らん？ ワシ、エジソンブランド大事にしてるんよ。どんどんアイデアがひらめいてくるみたいな
イメージ？　そういうのを大切にしたいのよね。エジソンブランドでは」

 
「でも、所長は努力の人ですよ」

 
「ん…んん。そうだけどさぁ。エジソンのダンディズムさがねぇ…。あんまり泥臭いとこ見せち
ゃうとねぇ」

 
「では、どうするんですか。『後世に残る』って宣言していますから、皆さん期待してますよ」

 
「う〜ん。じゃこう言うのはどう？『天才は、1％の努力と９９％のひらめきだ』って。ちょびっ
とは努力してるとこも入れてさ」

 
「いや、所長の努力は99％です」
 
「もうジョージはまじめなんだからぁ、じゃあ努力50％」
 



 
「99％です」
 
「80」
 
「99％」
 
「もう、少しくらいは譲ればいいのにさ」

 
「所長は努力家ですから、99％の努力と1％のひらめきが本当だと思うんです」
「いやだからさぁ、そうしたら、エジソンブランドがね。若いやつらに気づかれてもワシ困るし

」

 
「後世に残すんでしょ？」

 
「う、、、ん。でもなぁ。そう言っちゃったけど、別にねぇ……」
 
「後世に残すのも、ダンディですよ、所長」

 
「……ん？」
 
「役立つ言葉を後世に残すのも、ダンディです」

 
「……ダンディ？」
 
「ええ、1％のひらめきと99%の努力。これでエジソンダンディズムは決まりです。エジソンブラ
ンドも輝きますよ」

「……ダンディズム。エジソン、ダンディズム」
 
「はい、エジソンダンディズム。世間体もばっちりです」

 
「世間体も……」
 
「はい、世間体もばっちりです」

 
「ジョージ……、それは嬉しい特典つきだな」
 



「あ、もう時間ですよ。はやく出て！！」

 
「あっ、押すなジョージ」

 
「早くいって下さい。もう時間すぎてますから。ひらめき1%、努力99%ですよ」
 
「分かってるって。そんなに押さんでも自分で行くって。大丈夫歩けるてワシ……エジソンやし
。ダンディやし。世間体大切にしてるし」

 
 
 
あの名言は、たぶんこうして生まれました。

 

『天才は、1%のひらめきと、99%の努力である』
※この物語は、いくつかのエピソードを元に想像を膨らませたフィクションです。
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